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離
は
１
０
０
㎞（
以
上
）で
あ
る
が
、
36
ℓ
の
高

圧
水
素
タ
ン
ク
を
３
本
搭
載（
計
１
０
８
ℓ
）す

る
Ｆ
Ｃ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
は
、
同
タ
ン
ク
の
最
高

充
填
圧
力
70
Ｍ
Pa
で
満
タ
ン
に
し
た
場
合
の
航

続
距
離
を
１
５
０
㎞
、
充
填
時
間
を
約
３
分
半

と
し
て
い
る
。
航
続
距
離
の
長
さ
と
充
填（
充

電
）時
間
の
短
さ
は
、﹁
稼
働
を
止
め
る
＝
収
益

を
産
ま
な
い
﹂に
帰
結
す
る
商
用
車
分
野
に
お

い
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
電
気
で
モ
ー
タ
ー
を
回

転
さ
せ
て
駆
動
力
に
変
換
す
る
Ｅ
Ｖ
の
一
種
で

あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｖ
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
の
技
術
が
流
用
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
精
密
な
装
置
で
あ

る
燃
料
電
池（
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
）を
搭
載
し
て
い

る
た
め
、
車
両
価
格
が
か
な
り
高
額
に
な
っ
て

し
ま
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
量
産
モ
デ
ル

（
現
時
点
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）を
ベ
ー
ス
に

開
発
で
き
れ
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
実
現
で
き

る
。
２
０
１
４
年
に
発
売
し
た
ト
ヨ
タ
自
動
車

の﹁
ミ
ラ
イ
﹂は
、
当
初﹃
１
億
円
の
ク
ル
マ
﹄と

い
わ
れ
て
い
た
Ｆ
Ｃ
Ｖ
を
、
一
般
レ
ベ
ル
の
価

格
ま
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
た
も
の（
と
は
い
え

７
２
０
万
円
以
上
は
す
る
が
⋮
⋮
）。
こ
れ
は

﹁
プ
リ
ウ
ス
﹂の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

流
用
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

同
様
に
、
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー（
二
次
電
池
）

を
搭
載
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
で
も
あ
る
Ｆ
Ｃ

Ｖ
は
、
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
単
体
の
進
化
・
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
も
必
要
不
可
欠
で
は
あ
る
も
の
の
、
Ｅ

Ｖ（
の
バ
ッ
テ
リ
ー
性
能
）と
と
も
に
発
展
が
期

待
で
き
る
ク
ル
マ
と
も
い
え
る
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
な
る
可
能

性
は
確
か
に
低
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ガ
ソ

リ
ン
車
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
棲
み
分
け
が
な
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
用
途
に
応
じ
て
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ

Ｃ
Ｖ
が
棲
み
分
け
ら
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｆ
Ｃ
Ｖ
も
Ｅ
Ｖ
も
ま
だ
過

渡
期
に
あ
り
、
現
時
点
で
結
論
を
出
す
の
は
ま

だ
早
い
よ
う
に
思
う
。　

あ
ら
た
め
て
燃
料
電
池
車
と
は
何
か
？

　

Ｆ
Ｃ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
前
に
、
Ｆ

Ｃ
Ｖ
と
は
ど
ん
な
ク
ル
マ
な
の
か
お
さ
ら
い
し

て
お
こ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
Ｅ
Ｖ
の
一
種
で
あ

り
、
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
で
も
あ
る
。
大
雑
把
に
い
え
ば
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
代
わ
り
に
、
燃
料

電
池（
セ
ル
）を
積
み
重
ね
た﹁
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
﹂

と
呼
ば
れ
る
発
電
装
置
を
搭
載
し
た
の
が
Ｆ
Ｃ

Ｖ
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
と

の
違
い
は
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
気
と
い
う
異

な
る
動
力
源
で
は
な
く
、
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
と
駆

動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
が
共
に
電
気
を
使
っ
て
、
モ

ー
タ
ー
か
ら
動
力
を
得
て
い
る
点
で
あ
る
。
性

質
の
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を﹁
交
配（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
）﹂さ
せ
る
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
構
造
・
制
御

は
複
雑
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
電
気
と
い
う

同
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
構
造
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
に
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
な
お
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
が

　
﹁
Ｖ
Ｈ
Ｓ
か
ベ
ー
タ
か
﹂あ
る
い
は﹁
ブ
ル
ー

レ
イ
か
Ｈ
Ｄ‌

Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
﹂と
い
っ
た
規
格
争
い

を
論
じ
る
よ
う
に
、
次
世
代
の
ク
ル
マ
は
Ｅ

Ｖ（
電
気
自
動
車
）か
Ｆ
Ｃ
Ｖ（
燃
料
電
池
自
動

車
）か
を
比
較
す
る
記
事
を
よ
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
確
か
に
昨
年
、
日
産
自
動
車
、

ダ
イ
ム
ラ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
と
い
っ
た
乗
用
車

メ
ー
カ
ー
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
量
産
化
計
画
の
見
送

り
を
発
表
し
た
し
、
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
面
で

は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
う
や

く
１
０
０
カ
所
を
突
破
し
た
ば
か
り
な
の
に

対
し
て
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
車
の
公
共
急
速

充
電
ス
タ
ン
ド
は
７
０
０
０
カ
所
、
普
通
充

電
を
含
め
る
と
そ
の
数
は
倍
以
上
に
な
り
、

そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
販
売
車
種
・

台
数
を
見
て
も
Ｅ
Ｖ
の
優
勢
は
明
ら
か
だ
。

で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
存
在
意
義
は
全
く
な
い
の

だ
ろ
う
か
？　

現
時
点
で
の
性
能
を
公
平
な

目
で
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
Ｅ
Ｖ
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
航

続
距
離
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
時
間
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
。
三
菱
ふ
そ
う
の
量
産

型
Ｅ
Ｖ
小
型
ト
ラ
ッ
ク﹁
ｅ
キ
ャ
ン
タ
ー
﹂を
例

に
み
る
と
、
同
車
は
13
・
８
kW
ｈ
の
バ
ッ
テ
リ

ー
を
６
基
搭
載
し（
計
82
・
８
kW
ｈ
）、
直
流
・

急
速
充
電
で
１
時
間
充
電
し
た
場
合
の
航
続
距

「
燃
料
電
池
車
」に
試
乗
！

エ
ル
フ
ベ
ー
ス
の

東京アールアンドデーの「FC小型トラック」は国内初を謳う燃料電池
（FC＝フューエル・セル）小型トラックである。昨年10月～12月にか
けて福岡市、天神地区共同輸送（株）とともに行なってきた実証運行を
終えたばかりで、先日JARIのテストコースで、このFC小型トラックに
試乗する機会を得た。同車は環境省委託事業の「燃料電池小型トラッ
クの技術開発・実証（環境省委託・CO2排出削減対策強化誘導型技術
開発・実証事業）」で開発が進めれてきたもので、2016年より3カ年
計画で進められてきた車両開発は、今回の実証実験でいったん区切り
を迎える。市販化はまだ先の話になりそうだが、FC小型トラックを通し
て燃料電池トラックの「今」を見ていこう。

印象的なイエローのキャブ。これは実証実験を行なった
天神地区共同輸送の通称「イエローバード」カラーだ

燃料の水素は、FCユニット左の充填口に水素ステーシ
ョンなどのコンプレッサーで圧縮した高圧水素を充填。
FC小型トラックの充填時間は約3分半ほどで、一般的
な小型トラックの給油時間とさほど変わらない

荷台とキャブの間に収まるFC小型トラッ
クのFCユニット。ユニット上部には最高充
填圧力70MPaの36ℓ高圧水素タンクを
3本（計108ℓ）、下部には33kWの発電
量のFCスタックを2基（計66kW）、FCス
タック用のラジエーター 2基を搭載する。
同車は、70MPaで水素を満タンにした場
合、JC08モード燃費で約150㎞の航続
距離を実現している

FC TRUCK東京
R&DＦＣ小型トラック
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バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
が
行
な
い
、
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ

ク
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
す
る
発
電
機
と
し

て
搭
載
し
て
い
る
こ
と
だ
。
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク

の
発
電
を
止
め
て
も
バ
ッ
テ
リ
ー
で
走
行
で

き
る
た
め
、
キ
ャ
ブ
内
の﹁
Ｅ
Ｖ
モ
ー
ド
﹂ス

イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
で
完
全
な
Ｅ
Ｖ
走
行
も

可
能
。
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
用
の
普
通
充
電

（
Ａ
Ｃ
２
０
０
Ｖ
、
１
０
０
Ｖ
）の
充
電
口
や
、

外
部
給
電
用
の
コ
ン
セ
ン
ト
も
荷
箱
内
と
車

両
側
面
の
２
カ
所
に
搭
載
し
て
お
り
、
ま
る

で
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

車
体
構
造
は
、
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン

ト
部
に
モ
ー
タ
ー
／
イ
ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
の
パ

ワ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
キ

ャ
ブ
バ
ッ
ク（
荷
箱
と
の
間
）の
箱
に
は
３
本
の

高
圧
水
素
タ
ン
ク
、
２
基
の
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
、

Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
用
の
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
と
い
っ
た

Ｆ
Ｃ
ユ
ニ
ッ
ト
が
収
ま
る
。
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ

ー
は
今
回
荷
箱
の
中
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
短
い
車
両
開
発
期
間
で
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
開
発

を
優
先
し
た
こ
と
と
、
保
安
基
準
の
ク
リ
ア
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
い
っ
た
条
件
の
中
で
、
す
で

に
自
社
で
開
発
し
て
い
た
二
次
電
池
を
採
用
し

た
た
め
だ
と
い
う
。
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
を
小

型
化
し
て
車
両
の
サ
イ
ド
に
吊
り
下
げ
る
な

ど
、
荷
台
容
積
の
確
保
は
今
後
の
課
題
と
す
る

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

Ｆ
Ｃ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
試
乗
す
る

　

実
証
実
験
を
終
え
た
ば
か
り
の
小
型
Ｆ
Ｃ
ト

ラ
ッ
ク
に
、
茨
城
県
に
あ
る
日
本
自
動
車
研
究

所（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
試
乗
す
る

機
会
を
得
た
。

　

Ｆ
Ｃ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
室
内
は
、
改
造
ベ
ー

ス
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
パ
ッ
と
見
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
市
販
車
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
違
い

は
、
運
転
席
の
右
下（
イ
ン
パ
ネ
）の
非
常
停
止

ス
イ
ッ
チ
や
、
中
央
の
イ
ン
パ
ネ
周
り
の
ヒ
ー

惜
し
む
ら
く
は
現
在
、
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
や
高
圧

水
素
タ
ン
ク
を
手
が
け
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

よ
り
高
性
能
な
部
品
が
出
回
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
先
に
挙
げ
た
問
題
を
ク
リ
ア
し
、
実
用
化

に
一
歩
近
づ
く
の
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

　

日
本
、
あ
る
い
は
世
界
を
見
渡
し
て
も
、
Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
第
一
人
者
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
で
あ
ろ

う
。﹁
ミ
ラ
イ
﹂は
言
う
に
及
ば
ず
、
商
用
Ｆ
Ｃ

Ｖ
に
関
し
て
も
、
昨
春
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
リ

ー
ス
販
売
を
開
始
し
た
Ｆ
Ｃ
バ
ス﹁
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
﹂

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は﹁
ミ
ラ
イ
﹂が

搭
載
す
る
燃
料
電
池
技
術
を
流
用
し
つ
つ
、
商

用
車
に
必
要
な
耐
久
性
の
向
上
を
図
っ
た
も

の
。
ま
た
、
昨
年
夏
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

北
米
部
門
で
あ
る
ト
ヨ
タ
モ
ー
タ
ー
ノ
ー
ス
ア

メ
リ
カ
が
、
こ
れ
も﹁
ミ
ラ
イ
﹂の
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
燃
料
電
池
大
型
ト
ラ
ッ
ク

を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
は
、
ト
ヨ
タ
が
開
発
し
た
Ｆ
Ｃ
小
型

ト
ラ
ッ
ク（
当
然
ミ
ラ
イ
の
燃
料
電
池
を
使
用
）

を
今
春
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
配
送
で
使
用
す
る
と
発

表
し
て
い
る
。

　

と
な
る
と
、
東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
の
Ｆ

Ｃ
小
型
ト
ラ
ッ
ク
は
、
奇
し
く
も
世
界
の
大
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
ト
ヨ
タ
と
Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
の
分

野
で﹁
競
合
﹂す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
む

し
ろ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
ま

だ
ま
だ
発
展
途
上
の
技
術
で
あ
り
、
む
し
ろ
今

は
切
磋
琢
磨
し
て
技
術
力
を
高
め
て
い
く
段

階
。
豊
富
な
資
金
を
注
ぎ
込
ん
で
開
発
す
る
メ

ー
カ
ー
も
あ
れ
ば
、
知
恵
を
絞
っ
て
世
界
か
ら

良
品
を
寄
せ
集
め
て
形
づ
く
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
あ
っ
て
も
い
い
。﹁
百
年
に
一
度
の
大
変

革
﹂へ
の
東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
の
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
意
味
で
も﹁
ア
リ
﹂

だ
と
思
う
。

タ
ー
ス
イ
ッ
チ
、
Ｅ
Ｖ
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
、
Ｄ

Ｉ
Ｎ
ス
ペ
ー
ス
に
走
行
状
態
の
確
認
や
設
定
を

行
な
え
る
モ
ニ
タ
ー
な
ど
が
追
加
さ
れ
て
い
る

点
だ
。
ヒ
ー
タ
ー
ス
イ
ッ
チ
が
追
加
さ
れ
て
い

る
の
は
暖
房
の
電
力
消
費
が
大
き
い
た
め
で
、

使
用
す
る
に
は
エ
ア
コ
ン
の
操
作
と
は
別
に
ス

イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
メ
ー
タ

ー
ク
ラ
ス
タ
ー
は
市
販
車
の
流
用
だ
が
、
回
転

計
は
モ
ー
タ
ー
の
回
転
数
を
表
示
す
る
よ
う
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

始
動
は
キ
ー
を
オ
ン
に
し
て
、
し
ば
ら
く
す

る
と
モ
ニ
タ
ー
に﹁
キ
ー
ス
タ
ー
ト
可
﹂と
表
示

さ
れ
、
も
う
一
度
キ
ー
を
右
ま
で
捻
れ
ば
走
行

可
能
と
な
る
。
Ｍ
Ｔ
車
の
た
め
ク
ラ
ッ
チ
は
残

さ
れ
て
い
る
が
、
ク
リ
ー
プ
機
能
が
設
定
さ
れ

て
い
る
の
で
ギ
ア
を
入
れ
て
ク
ラ
ッ
チ
ペ
ダ
ル

か
ら
足
を
離
す
だ
け
で
車
体
は
ゆ
っ
く
り
と
動

き
始
め
る（
も
ち
ろ
ん
エ
ン
ス
ト
も
し
な
い
）。

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん
で
み
る
と
モ
ー
タ
ー
の

力
強
い
ト
ル
ク
に
誘
わ
れ
て
加
速
し
て
い
く
。

　

変
速
機
を
搭
載
す
る
た
め
シ
ー
ム
レ
ス
な
加

速
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、
電
動
駆
動
の
圧
倒

的
な
静
か
さ
と
、
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
加
減
が
す

ぐ
さ
ま
挙
動
に
反
映
さ
れ
る
レ
ス
ポ
ン
ス
の
良

さ
は
充
分
体
感
で
き
る
。
ま
た
、
回
生
ブ
レ
ー

キ
は
、
惰
性
走
行
で
作
動
す
る
１
段
目
と
、
排

気
ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー
の
操
作
で
よ
り
強
め
の
制

動
が
か
か
る
２
段
目
を
設
定
。
こ
ち
ら
も
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
排
気
ブ
レ
ー
キ
と
遜
色
な
い
効
き

が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
完
成
度
の
高
さ
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
は
Ｆ
Ｃ
小
型
ト
ラ

ッ
ク
以
前
に
も
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
と
い
っ

た
車
両
も
手
が
け
て
い
る
。
言
葉
は
悪
い
が
国

内
外
か
ら
寄
せ
集
め
た
部
品
で
Ｆ
Ｃ
小
型
ト
ラ

ッ
ク
が
普
通
の
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う
に
走
行
で
き

る
の
は
、
こ
う
し
た
Ｅ
Ｖ
技
術
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ー
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
重
要
と
な
る
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
水
し
か
排
出
し
な
い
の
で
、﹁
究

極
の
エ
コ
カ
ー
﹂と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
い
っ
ぽ
う
、
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
が
精
密
な
装

置
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
電
極
の
触
媒
に
貴
金

属
の
白
金（
プ
ラ
チ
ナ
）が
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
非
常
に
高
価
に
な
る
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、
白
金
使
用
量
の

削
減
や
代
替
材
料
の
研
究
に
各
社
が
し
の
ぎ
を

削
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
に
近
い

Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク

　

で
は
、
東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
の
Ｆ
Ｃ

小
型
ト
ラ
ッ
ク
は
ど
う
か
？　

同
車
は
、
い

す
ゞ
エ
ル
フ
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
積
載
量

２
・
２
ｔ
と
な
る
車
両
で
、
33‌

kW
の
発
電
量

を
も
つ
カ
ナ
ダ
製
の
Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
を
２
基

直
列
に
繋
ぎ（
計
66‌

kW
）、
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー

は
14‌

kW
ｈ
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー

車両の左後方には
駆動用バッテリー用
の普通充電の充電
口と外部給電用のコ
ンセントを搭載。コ
ンセントは荷箱内に
も配置されている

シフトチェンジのためのクラッチペダルは残さ
れているものの、内燃機関のような細かいク
ラッチワークは不要。クリープ機能も再現さ
れ、停発進も楽ちんだ

モーターからの動力は市販車の6速のマニュアルトランスミッションとプロペラシ
ャフトを介し駆動。これによりコストダウンだけでなく、最高時速105㎞/h、登
坂性能20%以上を実現している。サイドフレーム横の四角い金属とホースのパ
ーツは燃料電池からでる水の排出口だ

車両右後方には補器用の鉛バッテリーも残されており、
荷台下部には思いのほかスペースがある。とはいえFC
ユニットをサイドに搭載するのには保護対策が必要になる
ため、安全面の観点では今の位置がベターかもしれない

キャブ内のパッと見は市販のエフルと変わらないが、回転計はモーターの
回転数となっているほか、排気ブレーキレバーの操作は回生ブレーキの強
弱に置き換わっている

DINスペースに
追加されたメイ
ンモニターは水
素タンクの残
量、 走行可能
距離といった走
行状態や、FC
ユニットの異常
を知らせる警告
を表示する

FCスタックの発電を止めて走行できるEVモードスイッチや、過度な暖房の
使用を抑えるため、暖房のオンオフを行なうヒータースイッチも追加している

り
高
圧
に
対
応
し
た
充
填
設
備
が
普
及
し
つ
つ

あ
る
。
高
圧
で
タ
ン
ク
に
水
素
を
貯
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
当
然
航
続
距
離
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
が
、
東
京
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ー
に
お
い

て
も
、
今
後
開
発
・
製
造
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
こ
の

設
備
に
対
応
し
た
高
圧
水
素
タ
ン
ク
を
搭
載
す

る
計
画
で
あ
る
。

　

心
臓
部
の
燃
料
電
池
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

実
は
プ
ラ
ス
極
と
マ

イ
ナ
ス
極
、
電
解
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は

一
般
的
な
電
池
と
変
わ
ら
な
い
。
現
在
主
流
の

固
体
高
分
子
型
燃
料
電
池
の
セ
ル
は
、
電
解
液

の
役
割
を
果
た
す
固
体
高
分
子
膜
と
呼
ば
れ
る

フ
ィ
ル
ム
を
、
燃
料
極（
マ
イ
ナ
ス
極
）と
空
気

極（
プ
ラ
ス
極
）の
２
つ
の
電
極
で
プ
レ
ス
し

て
、
さ
ら
に
２
枚
の
セ
パ
レ
ー
タ
ー
で
挟
ん
だ

板
状
に
な
っ
た
構
造
だ
。
セ
パ
レ
ー
タ
ー
は
切

り
欠
き
が
あ
り
、
こ
の
溝
に
燃
料
極
側
の
面
は

水
素
、
空
気
極
側
は
空
気
と
排
出
す
る
水
が
流

れ
る
。
水
捌
け
の
良
い
流
路
形
状
を
作
り
、
気

体
を
効
率
よ
く
拡
散
さ
せ
る
こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
を
採
用
す
る
の
は
、
燃
料

電
池
が
蓄
電
の
で
き
な
い
発
電
装
置
で
あ
り
、

単
体
で
は
制
動
力
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
る
回
生
シ
ス
テ
ム
が
使
え
な
く
な
る
た
め

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
二
次
電
池
を
搭
載

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｃ
ス
タ
ッ
ク
以
外
で
他
の
ク
ル
マ
と
大
き

く
違
う
の
は
、
高
圧
水
素
タ
ン
ク
を
搭
載
し
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
現
在
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
燃
料
電

池
は
水
素
と
酸
素
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
電
気

を
発
生
さ
せ
、
副
産
物
と
し
て
水
を
排
出
す

る
。
発
電
に
必
要
な
酸
素
と
水
素
の
２
つ
の
燃

料
の
内
、
酸
素
は
空
気
か
ら
得
ら
れ
る
い
っ
ぽ

う
、
水
素
は
大
型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
設
置
す

る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
圧
縮
し
て
充
填

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
高
圧
水
素
タ
ン
ク
が

搭
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
今
70
Ｍ
Pa
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
販
売
さ
れ
て
い
る
圧
縮
水
素

は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
側
の
70
Ｍ
Pa
水
素
の
充
填
率（
Ｓ

Ｏ
Ｃ
％
）を
上
げ
て
１
０
０
に
近
づ
け
る
た
め

82
Ｍ
Pa
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
、
よ

を
使
用
す
る
。
搭
載

す
る
ブ
ラ
シ
レ
ス

Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
ー（
永

久
磁
石
式
同
期
モ

ー
タ
ー
）の
最
大
出

力
／
ト
ル
ク
は
、
１

１
０
kW
／
３
０
５

Nm
で
、
６
速
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
介

す
る
こ
と
で
最
高

時
速
１
０
５
㎞
／

ｈ
、
20
％
以
上
の
登

坂
性
能
を
実
現
し

て
い
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、

モ
ー
タ
ー
へ
の
電

力
供
給
は
駆
動
用

14‌

kW
ｈ
の
容
量
を
持
つ
自
社
製
の
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー

（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
）は
荷
台
の
中
に
搭
載
さ

れ
て
い
た
。
今
回
の
開
発
期
間
で
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た

が
、
い
ず
れ
は
車
両
サ
イ
ド
に
収
ま
る
予
定


